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資料 2-3-1 

ロジックエンジンの起動（コマンドライン引数） 

 
 
本文書は TSCprogVer3 ユーザーマニュアル.からの抜粋です。 

 

エンジン名称 Tm_ctrl2 

機能概要 実行制御スケジューラ 

起動方法 java  Tm_Ctrl2  [カスタムファイル] 

[カスタムファイル]省略時は Tm_Ctrl2.inp を読込む。 

クラスパスに追加 

するファイル 

 

TSCprog.jar 

 

 

 

 

 

エンジン名称 RP2 

機能概要 TSC/com を利用してオブジェクトから値を取得する。 

起動方法 java  RP2  InputFile  DATE  TIME 

 

• InputFile    

カスタムファイル名を記述する。  

• 実行日付  

OutputFile に記述される日付を YYYYMMDD 形式で記述する。 

• 実行時刻  

OutputFile に記述される時刻を hhmmss 形式で記述する 

 

クラスパスに追加 

するファイル 

 

TSCprog.jar 
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エンジン名称 WP2 

機能概要 TSC/com を利用してオブジェクトに値を設定する。 

起動方法 「カスタムファイル方式」 

java  WP2  InputFile 

 

「コマンドライン方式」 

java  WP2  Value  API  オブジェクト名  プロパティ名  [日付 時

刻] 

 

• Value 

書き込む値 

• API 

送信に用いる API として WriteProperty（P）or WriteRange(R）を選

択  

• オブジェクト名 

値を書き込むオブジェクトの名前（グローバル名：データ管理名/

ローカル名）  

• プロパティ名 

値を書き込むプロパティの名前  

• InputFile 

入力ファイル  

• 日付 

[オプション]プログラムに日付を渡す。（YYYYMMDD 形式）  

• 時刻 

[オプション]プログラムに時刻を渡す。（hhmmss 形式） 

 

クラスパスに追加 

するファイル 

 

TSCprog.jar 
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エンジン名称 Y  

機能概要 ２次演算および上位時間データへの集計を行う。 

起動方法 java  Y InputFileName  実行指定 [実行日付] [実行時刻] 

• 「実行指定」には、計測情報.inp で指定したデータ種別を指定す

る。  

mm：１分毎データから mm分毎データを作成する。(mm の値は計

測情報.inp で定義する)  

H： mm データから１時間毎データを作成する。  

D： １時間毎データから１日毎データを作成する。  

WEEK：１日毎データから１週毎データを作成する。  

MON：１日毎データから１月毎データを作成する。  

YEAR：１月毎データから１年毎データを作成する。 

• 「実行日付」 

実行する日付を YYYYMMDD 形式で記述する。 

• 「実行時刻」 

実行する時刻を hhmmss 形式で記述する。 

 

クラスパスに追加 

するファイル 

 

TSCprog.jar 

TSCcom.jar 

 

 

 
 



 

 

技術講習会 TSC/prog 説明補足資料 

TSC21 推進協議会 

 4

資料 2-3-2

計測
スレッド

その他
スレッド

終了

開始

予測制御
スレッド

終了？
ＮＯ

ＹＥＳ

実行制御

Tm_Ctrl2

MsgBoxServer

ロギング処理
Syslogサーバ

Tm_Ctrl2.inp

GMon.inp

計測情報.inp

モニター.inp グラフ.inp

N-DATA M-DATA

時系列値

H-%DATE%.txt

MsgBoxServer.log

瞬時値

IEGmon.html

2次データ.inp

MsgBoxServer
を起動

モニター
を起動

凡例

ｶｽﾀﾑﾌｧｲﾙ ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰﾌｧｲﾙ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰが作成 自動作成

凡例

ｶｽﾀﾑﾌｧｲﾙ ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰﾌｧｲﾙ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰが作成 自動作成

TSC/progのファイル構成（1/3） 全体概要
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N-DATA

１月 Y

Mon-YYYY.txt

ﾌｧｲﾙ名は計測
情報.inpで指定

１日 Y

D-YYMM.txt

ﾌｧｲﾙ名は計測
情報.inpで指定

１時間 Y

H-YYMMDD .txt

ﾌｧｲﾙ名は計測
情報.inpで指定

MM分 Y

MM-YYMMDD.txt

ﾌｧｲﾙ名は計測
情報.inpで指定

Y

M-DATA

瞬時データファイル
（演算値含む）

RP2

１分

前出のﾌｧｲﾙ

実測項目.inp

前出のﾌｧｲﾙ

データ管理
データ管理

TSC/com

データ管理
データ管理

TSC/com

計測
スレッド

Tm_Ctrl2

Y.inp

計測情報.inp 基本検査.inp2次データ.inp

MsgBoxServer

ロギング処理
Syslogサーバ

MsgBoxServer.log

凡例

ｶｽﾀﾑﾌｧｲﾙ ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰﾌｧｲﾙ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰが作成 自動作成

凡例

ｶｽﾀﾑﾌｧｲﾙ ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰﾌｧｲﾙ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰが作成 自動作成

瞬時データファイル
（演算値含まず）

RP2.inp

TSC/progのファイル構成（2/3） 計測スレッド
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資料 2-3-3 

FM

FM

FM

FM

RH

HP[1]_TWin

HP[2]_TWin

HP[2]_TWout

HP[1]_TWout
HP[1]_GW

HP[2]_GW

ST_TW[2]ST_TW[1] ST_TW[3] ST_TW[4] ST_TW[5]

HP[2]_PPE

HP[1]_PPE

HP[2]_PUMP_PPE

AC_PUMP[2]_PPEAC_PUMP[1]_PPE

HD[sup]_TW

HD[ret]_TW

AC[1]_GW

AC[1]_TWin AC[1]_TWout

SOL

DBO

RHO

仮想蓄熱式空調システムのネーミング

（ ）

 オブジェクト名 

RH

ROOM[1]_DB

ROOM[1]_RH

SW

SW

HP[2]_iSWC

HP[1]_iSWC

HP[2]_iMODE

HP[1]_iMODE

HP[1]_PUMP_PPE

MODE

MODE

AC[2]_GW

AC[2]_TWin AC[2]_TWout

RH

ROOM[2]_DB

ROOM[2]_RH

SW
HP[2]_PUMP_iSWC

SW
HP[1]_PUMP_iSWC

SW
AC_PUMP[1]_iSWC

SW
AC_PUMP[2]_iSWC

SW
AC[1]_iSWC

SW
AC[2]_iSWC


